
 

 

 

 

 

小学部の学習を紹介します！ 

天王みどり学園の小学部低学年は、遊びを学習活動の中心に据えて、身体活動の活発化や集団学習に必

要な基礎的な力の伸長、学習に向かう姿勢や意欲の向上を目指しています。また、３・４・５・６年生は

各教科等を合わせた指導である「生活単元学習」において、体験的な学習の中で生活上の課題を解決した

り、目標を達成したりする経験を重ね、自立や社会参加に必要な力を育んでいます。今号では、各学年の

中心となっている題材・単元について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域支援だより 

 

 

 

天王みどり学園 支援部 

令和６年９月２７日 

第３号 

 １・２・３年 遊びの指導  

３年 生活単元学習 「ぼくたちのやさい」 

４年 生活単元学習 「できるんｼﾞｬｰ!やるんｼﾞｬｰ!」 

５・６年 生活単元学習 「ぱすたやさんにチャレンジ！」 

 年間を通し、ピザづくりを行っています。タブレット端末での調べ

学習や試食、アンケート集計を行いながら、“美味しいピザを作るた

めには”という視点で学習を進めています。また、宿泊学習では、外

部から BBQの先生をお招きして野外でピザを作ったり、ピザ専門店

に行ったりして“本物”に触れる機会を作り、学習を深めています。 

 今年度はパスタづくりにチャレンジしています。工程を分担して、みんなで

力を合わせてパスタの麺づくりに挑戦します。パスタ店のシェフから麺のゆで

方や市販のパスタソースアレンジのアドバイスをいただき、おいしいオリジナ

ルパスタの完成を目指します。家族を招待するために、おもてなしの仕方も学

びます。 

プランターで野菜を育てています。校外学習で苗を買い、高等部の畑

から土をもらって植えました。水やりや草とり等の世話をし、観察日記

を一人ずつ書いています。うす紫色の花が咲いてなすになったり、ミニ

トマトが赤く色付いてきたりすることを知って、給食の食材にも関心

が向くようになりました。収穫した野菜の個数を数え、子どもたちは大

喜び！まもなく、収穫した野菜たちを自分たちで調理する予定です。 

乗り物や工作が好きな児童が多く、自分たちでオリジナルの乗り物

や踏切・線路・トンネルなどを作りました。作った遊具を設置した「の

りものらんど」を思う存分楽しみました。また、校外学習では電車に乗

って秋田駅へ。電車のスピードに少しドキドキでしたが、本物の「こま

ち」や「車掌さん」を見て「かっこいい！」と目を輝かせていました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
秋田県立支援学校天王みどり学園 

TEL：０１８－８７０－４６１１  FAX：０１８－８７０－４６１２ 

教頭：佐川 透  教育専門監：小野 直子  支援部：遠藤 美和子 

特別支援教育地域センター（男鹿市立船川第一小学校内）：月・水・金 

TEL：０１８５－２４－３２３１ 

              特別支援教育アドバイザー〔小松 美幸〕 

天王みどり学園の先生たちに 
聞いてみました 

＜場面１＞ 

 苦手な活動がはじまると子どもが教室から出

て行きました。 

＜場面２＞ 

 周りが気になって一つのことに集中できず、常

にキョロキョロしたり、思ったことを話したりし

ている子どもがいます。 

見通しがもてるように前もって「①～

②～③～」というように活動を具体的

に伝える 

活動の中に子どもの好きなもの（キャ

ラクターなど）や内容を取り入れる 

事前にこんなことをしています 

 

頑張る場面を決めて少しずつ参加する

場面を増やしていく 

それでもうまくいかなかったら… 

戻ってくるのを待ち、戻ってきたら

「先生と一緒にやる」「～までやる」

「みんなの様子を見てみる」など子ど

もの行動背景を予想した選択肢を提

示し、子どもが選ぶ機会をつくる 

「頑張って挑戦できるといいよね」と

いうスタンスをもちつつ、嫌な時にど

う対応するか一緒に考えたり、教師が

気持ちを代弁して共感したりする時

間を設ける 

欲張りたくな
るけど、時間
のかかること

だよね 

他の先生に 
バトンタッチ
することも 
大事だよね 

今回はうまく
いっても次は
うまくいかな
いことも… 

事前にこんなことをしています 

 
私
た
ち
も
日
々
悩
み
、
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
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先生の目の前の席にするなど配置を工

夫したり、パーテーションを設置したり

して集中できる環境を探り、整える 

流れや活動を分かりやすく提示して“見

える”ようにしたり、子どもの興味のあ

る教材を準備したりする 

全てへの集中を目標とせず、「ここは！」

という目標を決める 

子どもと一緒にルールを考えたり、決め

たりし、マニュアルを作り、見えるとこ

ろに貼る 

それでもうまくいかなかったら… 

教師の注意が、周りの子どもの学習の妨げ

になることもあるので、「静かにする」や

「見る」などのイラストを用意して見せる 

先生の言葉を黒板に書く係に任命する

など役割をつくる（手や体を動かす機

会が集中や理解につながることも） 

「分かればで
きる」と信頼
することが大
事だよね 

教師の注意が
余計な刺激に
なることもあ

るよね 

子どもの特徴
をうまく活か
せる方法はな

いかな 


